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嬰　約

教科番を分析するには様々な問題が横たわっているため，客観的に分析する零は極めて困難である。そこで，我

が国初の算数科国定教科書である第一期国定教科含について，その教材の内容を構成する原理について離散量に関

わる全数に制限して議論を展闘する。その際，数え主義として布名な藤原利喜太郎とタンクとクニルリングの数え

主義について述べ，さらに第一期国定教科吉の内容を碑成する原理である数計算について整理する。そして，その

批判形成について触れながら，現在の数歓育の符徴を見る鏡として，数え主義に立ちかえり第一期国定教科書のそ

れについて整理する。

検索語：数え主義　授業実践　第一期岡定教科書　藤原利喜太郎　クニルリング

l｡はじめに　森川幾太郎教授の兄解によれば。現在の小学佼の算教教青は,緑 表紙教科書と現代化の影響を色濃く受

けて，第一期圓定教科書の影響は塩野直送や生活算術の人々によって残っていないとされる｛,Ｓ.一般に,現 在行われ

ている算数教育がどのような必然性や偶然性によって尖施されるようになったのかと曾う事実関係を明らかにす

る事により，その理由が現｡在においても有効であるのかどうなのかについて具体的に検討し。これからの算数教育

の可能性について探る事は重要であると考える。そこで，咀防の数教介の特緻を見る鏡として敦え主義に立ちかえ

りながら，第一瑚国定教科書について，数え主義の視点から整裂する事とする。教科密を対剥こ考察を加える蝸合，

その教材を構成する原理。６理学的背景や児童に与える心理的影署，また文章表現や式・記号-表現。さらに利用可

能な教材・教具等と言う價］題があるために分析する事は極めて靉しい。さらに，これらの|:11j題 が有機的に関連する

ため。教科書を客観的に分析する合理的な枠組みを作る事じたいに，そもそも焦理が生じてしまう恐れがある。従

って。本稿においては，具体的な分析方法として教科脊の教材の内容を|勇成する原理について，しかも全数に制限

して議論をする事とする。良くliわれる第一期国定教科書に対する指摘は，内容が余りにも藤潭利５太郎の影響を

受け過ぎていて。数え主義に立脚しているという点にある。この数え主義が，どの様な数え生義なのかの講論をま

ずもってする必嬰である。第一期国定教科書の編集委員長の第一醐等学校教授飯島正之助は，1889 年東京大学卒業

で，同年li洋利喜太郎との共著があると松宮氏が指摘している（11.飯島正之助は，藤犀利喜太郎の後蛮にあたる。

中学校算術については，藤沢別喜太郎は，1985 年の 「算術条日及教授法」や1900 年 のF 緻学歌授法」に示す等，

･IJ等教育には明らかに彬響力を持ったと考えられる。実際，数学１･である藤渾利喜太郎の数え主義は，数学篇から
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出発した心理学的考察を持たない数え主義であり，初等教育ではなく中等教育を意識していたと考えられる(2)。ま

た，直観主義で，氏が関わった指導事例も現存していないために，具体的にどの様な観点から第一一期国定教科書を

作成したのかを知る事は極めて難しい｡ ただ, 算数の第一義の口的として，日常生活を強く意識した事を認める事，

すなわち。｢加減乗除,普通の度餓衡，貨幣，日川滴切ノ雑題,簡易ナル分数，小数，比例，利息算ヲ教ユルモノ｣,3)が

できるため，その視点からの考察を加える必要がある。さて，数え主義の代表的存在である人物の，ドイツのクニ

ルリングの心理学的考察から出ている直観的数え主義があげられる(4)。直接的彫響は佐藤武に見ることが出来る㈲。

本鳴においては，藤澪利喜太郎とクニルリングの数え主義について考察し，第一期国定教科書の内容を牌成する数

え主義の原理を明らかにしその批判形成について紹介して行きたい。そして現在の数教育を写す鏡として，数え主

義の視点から整理したいと考える｡

2.藤 渾利喜太郎の数え主義　藤原利喜太郎の立場の数え主義について，幾つかの観点から以下に述べる｡

(1)数系列の獲得の周辺としての視点　藤原利４太郎の数学教介への関心は，｢敵 学教授法講,筏筆記｣ を軒した時期

を境にして，中等教育から初等教育へと明らかに変化した事は理解できる。。また，小学院の教授には触れている

事には触れているが，具体的な教授細目は作っていないし(。，｢算術教科書｣( 師範学校用，中学校用教科書)に 具体

的な内容を記載しているだけで，その特徴は，数慨念の指導から及を排除し，命数法・記数法において整数の加減

乗除は数える事によって体系化した点にある。数指導は，離敵吸への対応ではなく，数詞を覚える事が先決となっ

ている。日本語の数詞は，十逃構造を内包しているが，それは，英語表現でときおり日にするような，十が3 ，十

が12 とい うような十を単位として数える方式を含んではいないため，|いち｣ も｢ じゅういち1 も数系列では同等

の存在である事を示している。

(2)四則 演算の数体系の視点 故系列上の移動により加法を定義して。，｢数え上げ操作の省略として足し算が，ま

た，数え下がりの省略が引き算｣ を含め嗚 数系列の移動として説明する以.h，大きい数は引かれる側の数であり，

数系列上右側に存在する。数学肴である藤深利弁太郎は，その点をよく理解していたからこそ敢えて大小の概念を

何らすら説明しなかったと推察することができる。累加でゑ法を定義している例乗数は，数系列上の移勣では無く

移Ｑの回数を示す斂となっている。メートル泌度量衡筈の十逃諸等数における単位換算のために，特殊な数の説明

の後，基数｡ 一般の整数という順序を取っている(。｡ 除法の計算脱明は, 乗法の場合とほぼ同様であり，(名数)÷(名

教)＝(不名数)である包含除と(名数)÷(不名数)＝(名数)である等分除の二種類の定義を与えている(11。

(3)筆算生成の必然的背景　数系列上の移動により四則計算の体系を作ったが, 数が大きくなると数系列上の移動が

困難となり。筆算が出てくるＵ。加法の篆算の前段階として，啼算の習熟が必要となる９ ．その後，筆算の加法を

説明するが繰り上がりの説明には頓諦していない。減法は， 一般の整数の誠法であって，噪り下がりの無い場合，

繰り下がりのある場合，小数を含む場合に分けて説明している｡仏 基数と基数の乗法は，九九の呼び声を使い，そ

れ以外は乗数が基数の場合，乗教が有効数字の右にいくつかの０がつく場合，一般の数の場合め順序で説明がなさ

れていろ(1Q。除 法は，法が基数の場合と二t行以上の場合に分けて説明している,凶。

(勘趨犀利吝太郎が目指した方向性からの視点　藤犀利吝太郎は, 寺尾寿を中心とした理論算怖17)や明 治以降の輸入
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算術教授さらに，競争試験の疑問である三千廻流の算術を批判した。藤原利喜太郎は，寺尼批判である順序数によ

って体系付けられた数と計算の体系を天下り的に量に当てはめようとする事の排除を試みるが，そもそも日常生活

において量を排除出来るはずもない。しかし。藤渾利存太郎を弁護すると，当時，数と延の関係を天下り的では無

い方法で説明出来る方法の成功例は無かった（。と言える。

（5）藤犀利喜太郎の発想の限界からの視点　以上のことから，藤輝利喜太郎の数え主義には，十進構造の欠如という

限界が存在する。すなわち，数系列上の操作は，数は等質で段落や節は存在しないとしながらも，数詞においては

段落や節を持うていて明らかに等質では無いのである。また，本稿の考察範囲外ではあるが，分数は割り算の商と

定義して，数として求める事にiljj極的であるが，数と認めざるを得なくなり割合分数が山てくるが大きさが存在し

ないために分数同士の比較ができなくなる。結果的には，分数の加法や破泌が出来なくなるため，除泌の法則から

導くという複雑な手続きを経る必要性が最大の薙所となっている。

3.ドイツのタンクとクニルリングの数え主義　 ドイツのタンクとクニルリングの数え主義について，符にクニルリ

ングが数図を認めて以降の氏の数え主義を中心に述べる。そもそも，数え主義は，藤洙利喜太郎が指摘する通り，

ドイツのタンクとクニルリングの著書（19． ）が発端となっている，しかし，クニルリングは考えを変更して,数図を

破極的に認め鈴木筆太郎によって「直観的数え主義」と名付けられた（21）直観的数え主義に至った。。以下に，氏の

数え主義について概観する。

（1）算術教授泌　森川幾太郎教授の見解によれば，「1 の増減Ｊr2 の増減」という考えは，緑表紙教科書の棚集者た

ちが編み出した指導形態と七えた可能性が高い。即ち，緑衣紙教科書における「数え主義」は，クニルリングや頃

表紙のものとは艮なった段階に入った証拠になる可能性があり。現在もこの考え方を採用していると思われる教科

書もあるとする。緑表紙教科書はそこから一気に加減算へとは進まないで【`数の分解】を扱う。「数える」から出

発して，数図も扱い「数の分解」へとする流れは，第一期岡定教科書では視られない事で緑表紙教科鳶においてで

あると指摘する。そこでは，数図はその配列で数をとらえさせようとはしていない。 数はあくまでも数える対象物

である。従って。ベーツ等のような○の配列によって数を駱識させる事を目標にはしていない。従って，日本にお

いて，グルーベ主義は採用されたが直観主義そのものは尖践された事は確認できないとしている。一方，クニルリ

ングの数え主｡筏は，数図を積極的に認めるという意味では直観的数え主義であると言ってよいであろう。６ 算術教

授の目的は，従来の規則計算主軽，形式的陶治主義，そして事物計算主義を折衷した立場であるｕ 。教材の選択・

配列は，計算の熟達を主口的とする技術計算においては，純粋無名の数を取り扱う。尖用的計算においては，実用

的な内容を有する問題を扱い，十分な生活の準備を与える助けとしている。また，科学的な計算においては，可能

な限り児置に多方面的な興味を持たせなければならないとし，ペスタロッチの四則順辿主義やグルーベ主義の多方

的処分に対して，自然停止点到達まで一則を瞰位としている。教授方法は，規則計算主義の注入方泌，ペスタロッ

チの直観的方便物の数図の導入やヘルバルトの５段階教授法に対抗して３段階説を探川しているｗ。

（2）数概念に対する心理学的考察　数とは何かに関する，従来からの見解を次の様に分類する（25,。「数は物の外に立

ち,物を超越するものである。数は，不生不滅不変のものであり，物の根元である。」r数は色形などと同じく物の属
一 一
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性の一つである。つまり，数は現実に存在するがそれ自身独立して存在するものではない。むしろ物に附着する性

質である｡」r数は独立に存在するものではなく，また他に附着する性質でもない。むしろ，人が物を知覚し,絨得す

る形式に過ぎない。従って，純主観的なものであり，この主観的形式に相当する実在する物は外界にあることはな

い｡ 」「数は物と同--であり，物の多さである｡」この分類に従えば，クロネッカーや藤昂利客太郎の考えはｓ ，第３

番口に該当するであろうが，クニルリングは第３番目と第４番日を融和させ客観概念と関係慨念を縫示する,27）。そ

して，両概念は別々に存在するのではない事を，裂実性により両者が結合されるという脱明によって証明しようと

している。。 また，数概念の心理学的考察を加えている，すなわち，数概念の発生・成立には，少なくとも２つ

の綸神活動が必要であるとしている。まず，はじめに客観概念としての数は「感覚及び知党の複合より,い わば抽き

敲し抜き出す」といった分解がどうしても必要になり，一方関係綴念としての数は「総括し結合する精冲活動」で

ある結合が必要になる。そして，この２つの精神活動によって，数概念は形成されると桔論づけている,29．この様

に数の概念を定｡撹し，次の様に数を分類した｡ 従来の分類は，具体数と抽象数の分類は二様の見方になっていて，

異なる数の種頭を示すものでは無いと述べる。そして，定数と不定数という分類は，数それ白身が定まっているか

ら，この分類は正しくないと述べ，定数しか存在しないと主張する。。この陪な考えから，定数は主数と副数に分

類される,加。主数は「自然単位の数」「測定単位の数」「数学・哲学上の数」に分類され,功，副数は「順序数」「諭

理的推多を示す敏」r逐 算数j に分垣される,3a このように，クニルリングが現尖の債を認めている事は明らかで

あるが，「数と政」の関係を天下り的に適用しようとした藤犀利喜太郎の数え主義とは明らかに異なっているｕ7）。

（3）数概念を生成する構成要素　今度は, 数概念の定義から概念理解をどのようにして得られるかが重嬰な課題とな

る。そこで。クニルリングは数概念を獲得するために。「数直観」「数観念」「数え方」「数系統」「計算」を必要と

したのである。まず，『数直喩』であるが，これは。ペスタロッチが述べている直観と間一の概念であり，直観を

認めているｗ。しかし，吐観土義で利用される数図に関しては，量と数の中間に位置付けて，直観を支援するため

の日的で利用する事を主張する,ｇ。数観念は自然的数観念と人為的数観念とに分類され，岫者はr 単に感覚的な知

筧:や 直観から生じた数概念j でありc36｝，観念に置いてもiE咳に思考し記憶する 剥まできないとし，表面的な観念だ

けでは満足する岑はできず，そこに算術教授の難しさが存在すると述べる,ｓ 後者はr 数える事を基礎として生じ

た| もので，自然数観念とは本質的に異なるとしｓ, 前者で否定的であった。教図を積極的に認めているｕ｡ 次に，

数を発見する手順としての数え方は，以下の３段階を経て聚達したと主張する。まずは，目測による数え方として

は，プライェルの「児童の心」の中にある実験を紹介している。２歳５ヵ月の小児が９個のケーゲルを「－ツ，－

ツ，－ツ，－ ツ，－ツ，モー･･ツ，モーツ，モーツ，モーツ」と霧いながら一つ一つ並べたものであり，物体につい

て物体によって行う働きである（吻，しかしながら，これでは不十分なために，次の段階である指による数え方がｉ

現すろ。目測による数え方は，４以上の救は不明瞭であり，5，6，7 等をノヽ ツキリと屁別するために，両手の指に

ー対一対応させるための根拠として。数詞の語源をあげる。今度は言葉による数え方であるが。これは，指で数え

ていたものに従属する関係でいたものが，主役になったものである。また，数えるだけでは数概念は得られないた

め，十進的数系統が必要となる。数系統は指によって数える事から発達してきたが。，数系統は大きな数を確実か
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つ短時問に算定可能なものである。数系統は。数概念を創造する方法であると共に，全ての十進数を十個のアラビ

ア数字で表現できる数の名前を作る方法でもあるc411.藤叩利喜太郎の数え主義は，計算は数系列上の操作であり２

１ の数え方が含まれているが，前者は数系統を無視し，後者は実際には合わせて一から似え始めるとしてHtjllして

いる。以上の様に，数概念は数直線，数観念，数え方，数系統，計算によって獲得されると述べているが，数直線

と数え方，数観念と訃算の関係のいずれに関しても，あくまで不明瞭のままであるが。数え主義は，時間系列を背

景にし，直観主義は空間を背景にしている事は指摘しておく。教材・敵只としての数範囲については，算術教授全

般にわたって有効な心理学的法則によって定めなければならないとしている。例えぱ。手で数える場合にはl-5 ，

両手で数える場合には10 が自然で数えた時の限界であるとしている。すなわち｡10 と基数の襖合には，より得ら

れる物が11 から2｛l。 十位で数えて十の十倍100 まで，百位で教えて1000 まで，千位で数えて1000 ｘ

1000 ＝l,000,000 までは定める事は可能であるとしていろ。ｇ。また，1-20 まで の数範l俐における数及び計算述算を

直観させるために計算盤を用いている。結局，クニルリングの数え主義は，藤津利霧太郎のそれとは異なる。しか

し，数図の限界を指摘しながらも，数概念に対する見解が実際の教授と必ずしも一致しないために未完のものとｊ･

わざるを得ない。

ｔ第一期国定教科書の数え主a　l 窮一期国定教科書は。藤深利喜太郎の彬響が強く現れ。理念・方法・内容を指向

したと言われている。しかし，内容的には児童の心理学的な考察も含まれているため，輝犀利喜太郎の意向が全て

では無い事は明らかである。教範囲の区分に関しては，クニルリングの数え主義と非常によく佩ていろ。算術書と

は別に，実際の教授は個々の教師に任せられているために，実際に学校現場でどのような意図を含んでいたのかを

断定するのは極めて難しい。しかし，爽際の佼業においては，指導書の記述通りに，まず数詞を唱え，その後に数

える事によって集合の大きさを数として捉えさせているが。，これを欺え主義の特徴とされている。教え方の順序

は，具体から抽象への流れであるが，使う実物の順序も抽象へ旋れる媒休となっているために,44。 藤原利喜太郎の

方便とは違い実物利用である。その意味では，第一期国定教科書は，加法では数える事を基本にしたが。減法は加

法の逆算としての位置づけから，数え下がりだけによっていたのではない。数え主義の典型的指導法は佐藤武にlt

ることが出来る4,ｓ。森川幾太郎教授の見解によれば，唱えるから始まって数えるに移っている。対象は，はじめ無

名数で数を唱え，ついで，「佃Ｊr 本Ｊr 匹」「人」など，名数を付けた数数えに進む。ここでは。数図は使われては

いない。しかし，佐藤武は数える対象に○や●を使川しているが，それはそれらの配列した形で数をとらえさせよ

うとはしていない，減法に入る前に数の加法分解を扱い。それを手掛かりにひき算へと進めるため，この点に関し

ては直観主義的手法を見る事はできるが，加法郎分に1劉してlよ数え上げになっている。例えば，「4＋3」の学習に

先だって「4＋2 」を扱っているので，『4＋2 』に１増えるという見方でこれを扱って良いはずであるが，その事に

触れているのは安藤寿郎のみである，すなわち，第一期倒定教科書においては.r4 ＋31 も14- 卜2j と同じ手法で

扱っており，直観主義が入る余地は無い。数え主義は，数の系列を利川した加減算であり，最終的には唱える数詞

が数の火きさを表現する牢に最大の特徴を持つと指摘するｎ 。
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5.ま とめ　数学者である藤渾利喜太郎の数え主義は，数学論から出発し，順序数によって有理数の体系づくりをし

た。数え方は数系列上の操作で，十進構造の説明は呼び方のみで，心理的考察は少なくタンクとクニルリングの数

え主義とは明らかに興なる。クニルニングの数え上義は，当時萌芽したドイツ心理学的考察から出発し，直観主義

を乗り越え。数える事が数概念の獲得の手段で，これに数えた結果の暗記及び十進構造の理解によって数計算へと

発艇する心理的数え主義の様相を呈し，『自然に滴へる教授法』の教授学的原則の基に数範囲の限定や教材・教具

の開発に関しては特筆すべきものである。第一期国定教科書は，その完成度や意図から，児童の｢ 生活｣ と結びつ

いたものであり．ｕ常生活とｉ‘う生活眼元学習の意暁で評価する事の方が妥当であるようにも思われる。森川幾太

郎教授の見解によると，実際に佐藤武のように計算術について，積極的に数え主義を用いた人もいる。そして，生

活算術の人々が批判をしたのは，第一期国定教科番で採用した｢ 数から量｣ へ，つまり量なしで数から進めるとい

う点についてであるとする。さらに，生活算術の人々の量取視の姿勢が｢ 両九九｣ を生み，第三期国定教科酋修正

版で採用されたが，第一期国定教科書は，和算の影響もあり｢ 片九九｣ である。 また，藤原安冶郎はグルーベ主義

ともごうべき加減算の原理として『数の分解』を裸用しているとしている,73,。最 終的に，算数科の授業実践を指向

するのであれば，この点にこそ熊点を当てて議論する事の必要性と有益性があると思われる。｢ 数の分解｣ は児童

にとって難しいが，そこには現在の算数科の授業実践に繋がる今1』的重要な意義が存在すると考える。

6.謝辞　本稿を絢めるにあたり，ｉ 島大学大学院特限教授森川良太郎先生より懇切丁寧な数多くのご指導とご助言
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